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ジュニアドクター育成塾令和 3年度連絡協議会資料



育成目標

１．問題解決の基本となるSTEAMの知識・技能
２．合理的な問題解決や新しい表現・関係を創造する力
３．新しい価値創造や社会貢献に向かう実践力

育てるべき資質能力

STEAMの学び

AI数学

工学 デジタルファブリケーション

自然科学 実践力

プロジェクトマネジメント力

情報発信力

倫理・知財

デザイン

Ⅰ．企画概要・目的，目標

2

STEAMの資質能力を持ち，新しい価値創造や社会貢献に向かう実践力，
創造力と倫理観を兼ね備えた次世代イノベーターを育成する

デジタルファブリケーション＋プログラミングのPBL学習を軸に展開

IoTデータ
活用

プログラミング

新学習指導要領の学力に対応



受講生の募集：第1段階プログラムの募集・選抜
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Ⅱ．達成状況

受講生の募集：第2段階プログラムの募集・選抜結果

〇募集
R1年度 85名
（小学校5年生30名，６年生27名，中学校1年生14名，2年生，10名，3年生4名）
R2年度 55名
（小学校5年生20名，6年生19名，中学校1年生6名，2年生9名，3年生1名）
R3年度 79名
（小学校5年生36名，6年生17名，中学校1年生11名，2年生11名，3年生4名）
〇選抜
R1年度 44名
（小学校5年生13名，6年生13名，中学校1年生7名，2年生8名，3年生3名）
R2年度 45名
（小学校5年生15名，6年生17名，中学校1年生5名，2年生7名，3年生1名）
R3年度 47名
（小学校5年生21名，6年生8名，中学校1年生4名，2年生11名，3年生3名）

R2年度 12名
（小学校5年生5名，6年生4名，中学校2年生3名）
R3年度 11名
（小学校5年生4名，6年生2名，中学校1年生3名，2年生2名
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Ⅱ．達成状況
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R2年度第1段階

実施日 実施内容 参加 場所・指導者 学習のねらい 達成状況

8 月 1 日
（土）

第01回講座
GoogleClassroom・チャットの使い方

44名 オンライン・森下
GoogleClassroom・チャットの
使い方習得

90％

8 月 1 日
（土）

第01回講座
micro:bitでプログラミング

44名 オンライン・佐藤
micro:bitで簡単なプログラミ
ングができる

90％

8 月 10 日
（月）

第02回講座「アイデアスケッチ」 44名 オンライン・蛭田
アイデアの表現方法の基礎を
習得

80％

8 月 10 日
（月）

第02回講座
「3D-CADについて学ぶ」

44名 オンライン・茅野
簡単な3Dスキャンデータモデ
ルが作成できる

80％

8 月 22 日
（土）

第03回講座
「micro:bitでモーターを動かそう」

43名
オンライン・村松 モーター制御の基礎が分かる 80％

8 月 22 日
（土）

第03回講座
「keyTouchでプログラミング」

43名
オンライン・アソビズム依田 オリジナル楽器を作成できる 80％

9 月 19 日
（土）

第04回講座「プログラミングで音
楽」

33名 オンライン・桐原
音楽のプログラミングの基礎
を習得

80％

9 月 19 日
（土）

第04回講座「機構学を学ぶ」 33名 オンライン・川久保 簡単な機構モデルを作成する 80％

10 月 3 日
（土）

第9回「金属電池，簡単メッキ実験
（データ収集）」「グループ制作」

39名 実験室（化学・佐藤先生）
・金属の性質がわかる

・グループの構想を形にでき
る

80％

10 月 3 日
（土）

第05回講座「発光実験に挑戦」 40名 オンライン・伊藤 蛍光物質の仕組みを知る 80％

10月 31日
（土）

第05回講座「超低温の世界」 40名 オンライン・神原 超伝導の仕組みを知る 80％

10月 31日
（土）

第06回「スクーリング」 44名
FabLab長野・村松
エスバード・東原

デジタルファブリケーション
の基礎を知る

80％



Ⅱ．達成状況
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実施日 実施内容 参加 場所・指導者 学習のねらい 達成状況

11月 14日
（土）

第07回個人制作発表会 38名 オンライン 個人作品の 70％

11月 28日
（土）

第08回講座「AIのプログラミング」 41名 オンライン・香山 AIの基礎とプログラミング 80％

12月 12日
（土）

第9回講座「チームプロジェクトに向
けたグループ制作」

42名 オンライン・村松 チームでの構想を具体化する 90％

12月 26日
（土）

第10回講座「グループ制作準備」 39名 オンライン・村松
チーム作品とプレゼンを仕上げ
る

90％

12月 27日
（日）

第11回講座「グループ制作発表会」 38名 オンライン・村松・他
グループ作品の発表と相互評価
ができる

90％

R3
1 月 9 日
（土）

第12回講座「開放特許で商品開発」 43名 オンライン・富士通 特許の基礎を知る 70％

R3
2 月 6 日
（土）

第13回講座「開発製品のUXデザイン
デザインを考えよう」

38名 オンライン・村松
UXでざーんについて知り，自分
の作品に応用できる

80％

R3
3 月 13 日
（土）

第14回講座・閉講式・成果発表会 40名 オンライン・村松・他
個人研究の発表と相互評価がで
きる

90％



8



9



10



11



12



13



14



Ⅲ．進歩状況 指導体制の構築
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学部教員
・個別内容講義・演習

学びセンター
・運営マネジメント・事務・会計

FabLab長野
・デジタルファブリケーション
講義・実習

長野県教育委員会
・小中学校への告知・募集補助

株式会社アソビズム
・プログラミングの講義・演習

信州大学

教育学部

学部教員
・AIの講義・演習

飯田市サテライト
・南地域の実施協力

工学部

運営委員会

信大・南信州飯田サテライトキャンパス
「航空宇宙システム研究センター」
※飯田市教育委員会・工学部と調整中



Ⅲ．指導体制
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教育学部スタッフ 他スタッフ

村松浩幸（デジタルファブリケーション・知的財産） 工学部 ：香山瑞恵（情報科学・ＡＩ)

東原義訓（情報科学・遠隔授業・ｅラーニング） アソビズム：依田大志（プログラミング・ゲーム）

森下 孟（ｅポートフォリオ・ｅラーニング・評価） 神戸芸術工科大学：蛭田 直（デザイン）

佐藤運海（材料工学・金属加工・物理） サーモンフレーザー大学 :村井裕実子（創造性教育）

川久保英樹（機械工学・機械加工） 長野県教委：松坂真吾（教育方法・評価）

伊藤冬樹（化学） 附属小学校・中学校教諭（教育方法・評価）

茅野公穂（数学）

神原 浩（物理）

昆 万佑子（数学）

桐原 礼（音楽）

佐藤和紀（プログラミング）

小倉光明（プログラミング）

本間喜子（受講生評価）

各教員・スタッフの専門・担当領域



Ⅲ．指導体制
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オンラインを活用した繋がり
保護者にはメールマガジン発行

第２段階
受講生

第１段階受講生(

学生メンター
教員

Classroom
資料や課題の共有

チャット
質問や情報共有
プロジェクト推進

ＯＢ・ＯＧ



Ⅲ．進捗状況 指導方法・評価手法の開発 第1段階プログラム
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育てたい能力・資質 達成の判断基準（目標水準）
達成率（％）

R2年度目標 R2年度実績
１．問題解決の基本となる
STEAMの知識・技能

①自分の身の回りから問題を発見し，
構想できる。
②グループおよび個人での課題製作
ができる。
③関連する各領域の内容を理解して
いる。
④自分の成果を適切にプレゼンでき
る。

70％

90％

70％

80％

70%

90%

50%

70%

２．合理的な問題解決や新し
い表現・関係を創造する力

①構想から具体的な設計ができる。
②学んだ知識・技能を活用し，グ
ループ課題での作品が製作できる。
③学んだ知識・技能を活用し，個人
課題に対応した製品の製作ができる。
④適切に情報手段を適切に活用し，
情報の収集と発信ができる。

70％
90％

70％

70％

80%
95%

90%

70%

３．新しい価値創造や社会貢
献に向かう実践力

①グループで議論したり，協働した
りして課題解決ができる。
②学んだ技術の活用を適切に判断で
きる。
③知的財産について知り，他者の知
財を尊重できる。

80％

70％

90％

90%

70%

90%



Ⅲ．進捗状況 指導方法・評価手法の開発 第2段階プログラム

19

育てたい能力・資質 達成の判断基準（目標水準）
１．問題解決の基本と
なるSTEAM知識・技能

①自分の興味・関心から問題を発見し，構想を具体化できる。
②課題・テーマの解決に第一段階より高いレベルの知識・技能を活用で
きる。
③自分の成果と過程を第一段階より高いレベルでプレゼンできる。

２．合理的な問題解決
や新しい表現・関係を
創造する力

①自分の興味・関心に応じて適切な問題設定ができる
②自分の設定した課題やテーマに対応した適切な方法が選択でき，それ
を実施・活用できる。
③解決したい問題に関する情報を集め，共有できる。

３．新しい価値創造や
社会貢献に向かう実践
力

①新しい問題解決のアイデアや表現を具体化し，コンテストで入賞でき
る。
②社会に役立つ活用を構想し，具体化できる。
③グループで議論したり，協働したりして課題解決ができる。
④学んだ技術の活用を適切に判断できる。
⑤知的財産について知り，他者の知財を尊重できると共に，自分の知財
の活用も考えられる。



Ⅲ．進捗状況 指導方法・評価手法の開発
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受講生の評価については，各プログラムにおける達成目標の評価基準に基づき，以下の方法で評価をする。
１．問題解決の基本となるSTEAMの知識・技能
２．合理的な問題解決や新しい表現・関係を創造する力
３．新しい価値創造や社会貢献に向かう実践力

「育てたい能力・資質」の評価方法

講座のポートフォリオ評価（5段階）
表現力
①学んだ内容を一定以上の分量の文章
で表現している(分量)

②学んだ内容をわかりやすく適切にま
とめている（まとめ）

課題解決力
③講座内容について，自分なりに考察
をしている（考察）

④講座での気づきを改題解決や新たな
発想につなげている(発展)

個人制作の評価
応募用紙
①論理的な説明
②わかりやすさ
③引用の表記

個人作品
④技術的水準
⑤オリジナリティ
⑥完成度

発表
①相互評価(平均値
②教員・学生メンターの評価

プレゼン
①論理的な説明
②わかりやすさ
③プレゼン力
④引用の表記
チーム作品
⑤技術的水準
⑥オリジナリティ
⑦完成度
協働
⑧チームワーク

講座のポートフォリオ評価観点 チーム婦リジェクトの評価個人プロジェクトの評価観点

①コンテスト自体の評価(規模)
②受賞内容の評価

コンテスト等の評価の観点

①出席状況
②ｅLearningでの発信，やり取り状況

その他評価の観点



Ⅲ．進捗状況 修了生の活躍状況の把握
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修了生の活躍はＳＮＳを通じて把握

・2020年度第２段階受講生 1名
国立情報学研究所で行われるGSCの、「情報科学の達人」の2021年度受講生に選定

パソコン甲子園2021にもチームで出場

・2020年度第2段階受講生 1名
未踏ジュニア採択プロジェクトに採択
※最大50万円の開発資金を提供
https://jr.mitou.org/projects/
特に顕著な成果を残したクリエータを、未踏ジュニアスーパークリエータとして認定

します。

・2020年度第２段階受講生 1名
2021年度科学の甲子園ジュニア全国大会出場



Ⅳ，プログラム全体の主な成果・課題
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項目 今年度目標（期日、水準等） 今年度実績

科学の甲子園ジュニア
大会

県予選２
※当初５だったが，予選が６月で
応募に間に合わないため，数を減
らした

1名

信州未来アプリコンテ
ストZERO ２ 長野県教育委員会賞受賞 1名

NTTドコモ長野支店賞受賞1チーム(3名)

「エネルギー利用」
技術作品コンテスト ５

18名入賞（ダブル受賞あり）
文部科学大臣賞1名，経済産業省製造産業局長賞1名，特許庁長官賞2
名，中小企業庁長官賞1名，（公社）全国中学校産業教育教材振興協
会会長賞1名，（一社）日本機械学会会長賞1名，（一財）大阪科学技
術センター会長賞1名，（一社）電気学会会長賞1名，（一社）軽金属
学会会長賞2名，（一社）日本産業技術教育学会優秀奨励賞4名，（一
社）日本産業技術教育学会奨励賞6名

項目 今年度目標（期日、水準等） 今年度実績

科学の甲子園ジュニア
大会

県予選２
※当初５だったが，予選が６月で応募に間
に合わないため，数を減らした

0（コロナ対応のため実施せず）

信州未来アプリコンテ
ストZERO 5人（第1段階3名，第2段階2名） 長野県教育委員会賞 １名（第2段階）

「エネルギー利用」
技術作品コンテスト 45人〔第1段階40名，第2段階5名〕

12名入賞
一般社団法人日本産業技術教育学会会長賞１名，一般社団法人日
本産業技術教育学会優秀賞１名，一般社団法人日本産業技術教育
学会優良賞4名，一般社団法人日本産業技術教育学会奨励賞6名

GoogleキッズAIアプリ
コンテスト 目標設定無し 優秀賞 １名（第2段階）

全国小学生プログラミ
ング大会 目標設定無し 優秀賞中学校部門 1名（第2段階）

全国小学校ロボコン
大会 目標設定無し 出場1名（令和元年度・第1段階）

Ｒ1年度

Ｒ２年度



Ⅴ．今後の重点課題とその対応策

•広域を対象にした講座の効率的な展開（飯田市と
の連携を強化）

•自立展開に向けた計画（連携企業との折衝や行政
の事業との連携）

•学校教育への成果の波及（長野県教委と連携した
教員研修プログラム「Makerフェロープログラムの
充実」）
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